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（目的）
本制度は、以下の目的をもって社内研修を実施するものとする。
（1） 社員のスキル向上およびキャリア形成の支援
（2） 業務品質の均質化および標準化の推進
（3） 若手から中堅・管理職に至るまでの段階的な人材育成
（4） 人材の定着およびエンゲージメント向上の促進

（対象者）
対象者は、当社に所属する正社員および業務委託契約を締結している個人事業主とする。

（研修の分類）
入社時研修（新卒・中途採用）
入社時には、すべての新入社員を対象に以下の内容を共通の必須研修として実施する。
原則として入社日から1週間以内に実施し、業務遂行に必要な基礎知識および社内制度の理解促進を目的とする。
（1） 研修内容
・雇用契約および就業規則の説明（就業時間、休暇制度、服務規程、懲戒制度　等）
・給与・報酬制度に関する説明（支払日、手当、昇給・賞与、残業代、交通費精算方法　等）
・社会保険および福利厚生制度の説明（健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険、企業型確定拠出年金 等）
・年末調整・税務関連の手続き案内（扶養控除申告書、源泉徴収票、保険料控除 等）
・社内インフラおよびシステムの利用方法（メール、グループウェア、社内ポータル 等）
・コンプライアンスおよび情報セキュリティ（機密保持、情報管理方針、ハラスメント防止 等）
（2） 実施形態
・集合研修（オンライン・対面の併用可）
・一部項目についてはeラーニングを併用することが可能
階層別研修（中堅・管理職）
入社5年目以降の中堅社員および管理職を対象とした階層別研修・資格取得支援を通じて、組織運営力、業務推進力、人材育成力の強化を図る。
キャリアパスや職務領域に応じた体系的なスキル習得の機会を提供し、将来の幹部候補人材の育成と定着を目指す。
（1） 対象者
原則R3-2（サブリーダー）ランク以降とする。
（2） 実施タイミング
推薦・申請制により、年1回で実施する。
（3） 研修・資格一覧
	No
	資格名
	活用分野
	特徴・目的

	1
	PMP
	プロジェクト管理
	国際標準のPMI認定資格
プロジェクト全体の計画・進行・品質・リスク管理の知識を体系的に習得。中〜大規模案件の責任者向け

	2
	プロダクトマネージャー認定
	プロダクト企画・事業戦略
	顧客視点での製品企画・開発・改善マネジメント力の強化、新規事業やサービス開発に関与する中核人材に適用

	3
	認定スクラムマスター（CSM）
	アジャイル開発
	チーム開発における役割、進行管理、ファシリテーションを学ぶ、アジャイル導入プロジェクトにおける実践力強化に有効

	4
	7つの習慣®マネージャー研修
	組織マネジメント・人材育成
	世界的に活用されるリーダーシップ研修
部下育成、信頼関係構築、チーム成果創出に必要な習慣と行動変革スキルを習得

	5
	ロジカルシンキング研修／問題解決研修
	業務推進・戦略思考
	情報整理、課題分析、意思決定を論理的に行う思考スキルの基礎を習得
若手から管理職まで幅広く対応可能な汎用スキル


（評価およびフォローアップ）
（1） 研修受講履歴は人事システム上で一元管理する
（2） 年次評価においてスキル評価や昇格基準と連動させて活用する
（3） 研修後は、上長による1on1フィードバックの実施を推奨する
（4） 受講後の満足度調査を定期的に実施し、内容の改善に活用する

（今後の施策）
（1） 外部研修機関との連携強化によるコンテンツ拡充
（2） 研修コンテンツのデジタル化（オンデマンド配信等）
（3） 社内講師認定制度の導入
（4） 受講率・満足度・定着率等のKPIに基づくPDCAサイクルの強化
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